
　山陽病院も2011年に改築を終え既に3年。皆様のご
支援のおかげでなんとか運営を続けることができていま
す。巷には認知症の周辺症状を診る病院というイメージ
があるのではないでしょうか。認知症に特化していても、
認知症だけで良いのかと考えることがあります。山陽病
院は認知症を診る病院で良いのか、統合失調症やうつ病
の従来型の病院で良いのか、それとも若年層を対象にす
る思春期中心の病院に構成し直すのか。今まで何度も自
問自答しながら考えてきました。2025年には団塊の世
代が後期高齢者になります。これからますます認知症が
注目され、2025年に向かい認知症の薬も発売されるで
しょう。しかし2025年を過ぎれば認知症も減ってきま
す。認知症も治る時代が来るかもしれません。精神科の
病院も内科の病院も認知症を診療しています。認知症の
患者さんは、その周辺症状で困ることが多いのです。

しかし、今までの精神科患者さんもその家族もその症状
で困ってきたのです。
　私は医師になる時、精神的に困った人を助けたい、悩
んでいる人の力になりたい、その人の添え木のような存
在でありたいと思って医師になりました。そして、医師に
なってすぐ、患者さんを治すだけではダメだと思いまし
た。患者さんを支えているのは家族だからです。家族の
人も幸せになれる治療を目指さないといけないと。今そ
の思いが明確になっています。やはり、病気の人だけでな
く精神的機能に問題を抱えている人を助け、その周囲に
いる人の力になる。患者も家族も親戚も会社も。そんな
人たちのための病院でありたい。精神機能病院として地
域にそして社会に貢献したいと考え、これからも努力して
参ります。
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